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研究成果の概要（和文）：本研究では，「地域文化」が，近代以降どのように生産され，流通し，
消費されるかに関して，文化地理学の視角から検討を行った。ここでいう「地域文化」には，
特定の地域の生活様式のみならず，当該地域がその地に住む人々や他者にどのように表象され
ているか，ということも含まれる。よって観光や民俗，民芸のみならず，地域博覧会や博物館，
百貨店の物産展，なども研究対象となる。その結果，各種の事例研究を通して，「地域文化」な
るものが立ち現わる契機とその文脈には，資本主義の発達に伴う，通信・運輸，マス・メディ
アや広告の展開，消費行為と言説の大衆化の関係性とが複雑に絡み合っていることを明らかに
することが出来た。 
 
研究成果の概要（英文）：In this research project, we aimed to investigate on how “the 
regional cultures” were produced, circulated and consumed during the modern era from 
cultural geographical perspective. The term “regional culture” means here not only a 
‘way of life’ in a specific region but also a way how relevant region is represented 
by natives or others. Consequently, subject matters we covered in this study include not 
only the theme of tourism, folklore, folk craft, but also the events like regional 
exhibition, products exhibition in department store and so on. In the result, we 
articulated, through various case studies, some aspects of complex imbrication in the 
relationship among development of communication and transportation, deployment of mass 
media and advertising, and popularization of behavior and discourse around consumption 
along with the upgrowth of capitalism in the moment and context of the manifestation of 
“regional culture”. 
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１．研究開始当初の背景 

本研究は，広いコンテクストでいえば，資
本主義の発達とモダニティ（近代性）との関
係性がいかなる様式を持ち，社会生活にどの
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ような作用をもたらしたかを対象とする問
題系に連なるものである。そしてとりわけ文
化的局面に注目し，我々の身体性と表象（な
いしはイメージ形成）へのその影響圏を精査
しようというものである。本研究は，前回
（H19～21 年度：基盤(B)(一般):地理思想お
よび社会思想としての「郷土」に関する研究
〔以下「郷土科研」と略す〕）に引き続き，
基本的な地理的概念である「地域」ならびに
それと連動する「地域文化」なるものをめぐ
って交錯する諸表象と諸実践に焦点を当て
て，それがなぜ「分節化（曖昧な状況からは
っきりと形をとるようになること）」される
必然があったかを問うことにある。「郷土科
研」では，「郷土」という概念のそもそもの
成立から，地方改良運動，郷土教育運動，郷
土博物館，地域的なメディア・イベントなど
について，時系列的にたどり，「郷土」なる
ものがどのように表象され，またそれをめぐ
って官民問わずどのような実践が行われて
きたかを考察した。一定の研究成果は確実に
上げたが，研究が深まるにつれ，いったん「郷
土」という術語から離れて，同様の事象と比
較検討する必要性を感じることとなった。そ
こで「地域」および「地域文化」という術語
に着目し，より広いコンテクストにおける表
象と実践，ならびにそれらの現前と事象を存
立可能とならしめる要件について精査して
いくこととした。 
 
２．研究の目的 

上記存立要件を考察するべく，19 世紀この
方のモダニティ（近代性）と資本主義の連関
の追求を前提とする。産業革命以降の資本主
義の新たな展開にとって輸送機関の敷設・整
備，情報・通信の発展，都市インフラ（工場・
住宅・道路・上下水道・市場）の創造的破壊
と改造，各種メディア（新聞・小説・写真・
映画）の進展は必要不可欠であった。モダニ
ティの曙光射す時代からポストモダンの現
代まで，それらは不断にイノベーションを繰
り返し，われわれの身体と空間の関係性や
「モノの見方 ways of seeing」に大きな影響
を与えてきた。そしてそれのみならず，これ
らテクノロジーの発展は国家形態とも連動
していた。その端的な例が博覧会である。実
際，帝国主義ならびに植民地主義と博覧会は
切っても切れない関係にあった。地理的領土
の拡大，地理的知識の蓄積，テクノロジーの
発展競争等，スペクタクルな光景を現出させ
ることによって，観客に国家的威信とその野
望とを刷り込んでいったのである。こうした
状況を「資本主義とモダニティの問題系」と
して設定することが可能であろう。 
つづいて，「メディアの問題系」というもの
を設定することができよう。ここでいうメデ
ィアとは広義のものであって，ハードなメデ

ィア（景観，建造環境）とソフトなメディア
（言説，映像，音楽，）の双方を含意する。
そして「地域文化」とこれらメディアとの接
点として，ツーリズム，そして「地域文化」
としての「民俗」および「民芸」も同じく重
要な問題対象となる。 
また，「地域文化」がディスプレイされ，

それを観客が見たり体験したりすることが
近代以降顕著となった。各種メディア・イベ
ントや博覧会，博物館，展示会などがその装
置である。これらの装置に出向き，その空間
の中で再現されていることを享受すること
は，メディアを媒介・媒体として可能になっ
たひとつの「消費」行為とえるし，また，か
ような娯楽やレジャーや教養を身につける
ことは，資本主義分析の視角からすれば労働
力再生産の問題に他ならない。よってここで
は「「消費」の問題系」と設定することが可
能である。これら三つの問題系をまず事例研
究で考察し，それらの相互連関を理論的に問
うて行くことが本研究の目的である。 
 
３．研究の方法 
本研究では，「地域文化」なるものを文化

地理学的に理解し分析するために，三つのジ
ャンルを設けそれぞれに研究班を設ける。
「表象と再生産研究班」は，展覧会，メディ
ア・イベント，博物館などの建造環境やイベ
ントを対象とし，その存立可能性について検
討を行っていく。「メディアの展開研究班」
は，そうした存立を可能ならしめた鉄道・船
舶などの輸送機関の発達，写真・映画・レコ
ードなどの複製芸術の発達を基盤とするマ
ス・メディアの展開，アカデミア内外での「ロ
ーカル」なもの（民芸・民俗）の発見，観光
現象について検討する。「思想史・理論研究
班」は，より一般的な現象分析として，広告
文化と消費行動と，それらと連動する「もの
の見方」の変容，それに大きく貢献した視覚
の優位，さらにそれによって生じた空間と身
体の関係の変化，またその変化が自明視され
ていく過程（自然化）について検討を行う。
各班の成果については各年度に数度の研究
会を開催し情報を共有する。また国際・国内
の学会・雑誌において成果報告を行う。 
 
 
４．研究成果 
本研究はこれまで日本においては個別的

になされてきた「地域文化」に関する諸研究
に，一般的で包括的な知的枠組みを提供しよ
うとする点において独創的である。文化地理
学を基盤としながら，政治，経済，社会の諸
局面に目配せを行い，近代以降約 150 年にわ
たる「地域文化」の分節化の過程を明らかに
しようとする試みはこれまで行われてこな
かった。空間的視角を欠く社会学や人類学，



文化史で行われきた文化研究とは質的に異
なる成果の達成をもくろむという点に特徴
があるともいえよう。たとえば「地域」とい
う術語は，隣接社会科学においては「ルーラ
ルな」という形容詞を実質的に含意すること
が多いが，地理学ではそのような含意を伴わ
ない。この利点を活用し，巷間に溢れる「地
域文化」をめぐる論点を整理し，地理学の有
効性を提示することができたという点にお
いて，本研究の意義は大いにあるものと言え
るはずである。実際，下記の本研究の成果－
―例えば「表象と再生産研究班」は博覧会や，
博物館，鳥瞰図，絵葉書などをとりあげその
表象の生産・再生産を追求。「メディアの展
開研究班」は国内外の観光地イメージの流通
と消費，雑誌における旅行表象の生産と流通
を考察。「思想史・理論研究班」は地域表象
の学説史的を分析し，場所・地域研究の概念
的枠組を模索するといったような――をみ
れば，論説諸分野との連携あるいは分野を横
断する形で研究が行われていることが明ら
かである。国外においては，2011 年 8 月の国
際批判地理学会議（フランクフルト）で6本，
2012 年 8 月の国際地理学会議（ケルン）で 5
本報告を行い，各国地理学者たちと討論ない
しは意見交換を行うことで，本研究が日本に
おけるユニークな研究であることを知らし
めることが出来た。また 2013 年 3 月末には
総括の意を込め，日本地理学会春季学術大会
（立正大学）でシンポジウムを行って研究成
果を公表し，報告者のなかでの見解調整や意
思統一，またフロアとの積極的な意見交換・
議論を行うことで，当該研究題目の妥当性を
確認することができた。以上より，本研究は，
従来の斯界における研究蓄積を刷新し，新た
な領域を開いたものと自負できるし，これら
の成果を更に展開させるべく，今後も引き続
き研究グループを組織しつつ共同研究を行
っていく必要があるものと思われる。 
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